
第4部門
機械時計 組立・修理工（一般）
個人工房
加藤 實（87歳／神奈川県）

・技能功績＝14歳より時計部品製作に
携わり、機械時計の修理・調整に卓越し

た技能を有している。その技能の高さ
は、かつては、FHスイス時計技術セン
ター講習会での10μ以下の精度の「天
真」製作においてスイス人講師を驚嘆さ
せ、現在は、工房に国内外の高級腕時
計修理の依頼が集中する事実に現れて

いる。また、「日本時計研究会」をはじめ、
技術・知識向上のための勉強会等で旋
盤教室の講師を務めるなど、後進の技
術向上にも熱心に取り組んでいる。

第4部門
機械時計 組立・調整工（静岡県）
ムラマツ時計眼鏡店
村松 富近（75歳／静岡県）

・技 能 功
績＝家業
である時
計店で54
年間技能
の研鑽に
努め 、機
械式時計
の修理に
関する知
識・技能は、電池式が主流となった現
代では希少な存在となっている。動か
なくなった機械式時計であれば必ず機
能を取り戻すことができ、業界における
第一人者と言われている。また、自社の
後継者だけではなく、沼津時計商組合
長として、組合員を対象に時計修理の
技能講習会を開催し、後進の育成に尽

力している。

第19部門
貴金属細工 加工工
（日本ジュエリー協会）
ニューコーゲイ㈱
西田 良洋（71歳／東京都）

・技 能
功績＝
貴 金
属・宝
石細工
工とし
て伝統
的宝飾
技法に
卓越し、皇室・各著名人向けの作品を
数多く手掛ける数少ない職人である。
長年の妥協を許さない作品製作の中
で、最新の技術も積極的に取り入れな
がら幾多の考案及び改善を加え、高度
な技術を確立してきた。また、中央技能
検定委員、技能グランプリ運営委員及
び技能五輪国際大会出場選手を対象
とした強化訓練指導などにも尽力し、
日本のジュエリー産業の発展及び若
年技能者の技能向上に貢献している。

　11月7日、世界で
展開する本格スポー
ツウオッチブランド
「セイコープロスペッ
クス」のハイエンドコ
レクション『LX（ルク
ス ）ラ イ ン 』の
SBDB027（63万円
＋税）が、2019年度
ジュネーブ時計グラ
ンプリ（Grand Prix d‘Horlogerie -
de Genève＝スイス・ジュネーブ市）に

おいて「ダイバーズウオッチ」部
門賞（Diver’s Watch Prize）を

受 賞 し
た。
　 今 回
の受賞に
より、セイ
コーとし

ては5回目の部門賞受賞、プロ
スペックスブランドとしては、
201 8年度の「マリーンマス
タープロフェッショナル 1968
メカニカルダイバーズ復刻デザ
イン」の「スポーツ」ウオッチ部
門賞に続き2年連続受賞を達
成した。
　受賞モデルは、昨年の受賞モ
デルの原点となった1968年発
売のメカニカルダイバーズをデ
ザインべースとし、商品開発アド
バイザーに工業デザイナー奥
山清行氏を迎え、高級機として

の審美性を追求するとと
もに現代における最高の
技術を注ぎ込んだ新シ
リーズ「LXライン」の「顔」

となるダイバーズウオッチ。これまで宇
宙空間やエベレストなどの過酷な環境
において、その信頼性の高さを実証し
続けてきたセイコー独自の機構「スプリ
ングドライブ」を搭載している。
　ジュネーブ時計グランプリは、2001
年に創設され、ジャーナリスト、時計
師、コレクターなど国際色豊かな時計
スペシャリストにより構成された審査員
チームが、毎年新作ウオッチを対象に
ジャンルごとの部門賞と大賞の「金の
針賞」を選出し表彰を行う催し。時計
業界の1年を締めくくる祭典として、「ア
カデミー賞」にもなぞらえられている。

卓越した技能者「現代の名工」を発表
機械時計組立から加藤實氏、村松冨近氏

プロスペックスとして2年連続

貴金属細工から西田良洋氏

　「ジャパンジュエリーフェア2020」
（開催日：2020年10月14日～16日）の
開催に先立ち、主催者であるUBM
ジャパン㈱は、12月2日と3日の2日間
に、展示会を効果的かつ効率的に活
用するための『ジャパンジュエリーフェ
アプロモーション計画発表会』の開催
を発表し、参加者を募っている。申込
締切は11月27日まで。時間は各日、11
時～12時と14時～15時。場所は、
UBMジャパン㈱会議室［東京都千代
田区鍛冶町1-8-3神田91ビル2F］。
　JJF2020においては、“2つのバイ
ヤーターゲットに同時にアプローチす
ることで、市場拡大に貢献する”ことを
大きく掲げている。
　1つ目のバイヤーターゲットは、「海
外市場」。一過
性ではない本当
のバイヤー（ファ
ン）をJJFに誘致
するため、6月と

9月に日本企業から多く購入するバイ
ヤーに航空券や宿泊券を提供し、確実
にJJFへ誘致するとしている。また、
UBM社（Informa Markets）が保有
するデータベースを駆使し、中国人だ
けでなく、世界中のバイヤーにアプ
ローチを行い、日本産ジュエリーの魅
力を発信するとしている。
　2つ目のバイヤーターゲットは「日本
市場」。多彩な業界団体との連携、フル
サポートにより、国内のプロバイヤーを
確実にJJFへ誘致することを掲げてい
る。また、今回に限り1コマの出展スペー
スを12㎡に拡大。幅1800cmのショー
ケースが2台設置可能になり、他の展示
会より多くの製品を展示できるため、商
売の機会が大幅に増えるとしている。

JJFプロモーション計画発表会を12月2・3日に東京で開催

　厚生労働省より、令和元年度の「卓越した技能者（現代の名工）」の表彰対象
者が発表され、11月12日に東京で表彰式が行われた。
　同制度は、卓越した技能を持ち、その道で第一人者と目されている技能者を
表彰するもので、技能の世界で活躍する職人や技能の世界を志す若者に目標
を示し、技能者の地位と技能水準の向上を図ること、また、技能者の模範として、
将来を担う優秀な技能者の確保・育成を進め、優れた技能を次世代に承継して
いくことを目的としている。
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ハイエンドコレクション「LXライン」

　デビアス・グループが運
営するダイヤモンド鉱山産
出のダイヤモンドのみを取
り扱うジュエリーブランド
「アントワープブリリアント」
（D.A.P.T㈱、小林朋也代
表）は、日本国内で初めて
デビアス・グループインダ
ストリー サービスによって
4C評価を格付けされたダ
イヤモンドの輸入を開始し
たことを発表。更に、世界最
大のプリンセスカットサプ
ライヤーである、サイトホル
ダーH DIPAK&COとの共
同開発によるプリンセス
カットにおける最高グレー
ドカットを発表し、販売を
開始した。
　プリンセスカットのダイヤ
モンドは、専属研磨師フィ

リッペンス・ベルト氏の手で
最高グレードに仕上げ、デ
ビアス・グループの鑑定機
関で、エクセレント（トリプ
ル）の評価を獲得。今まで
にカットグレードの基準の
なかったプリンセスカットで
は世界初の快挙と言える。
　アントワープブリリアント
が日本国内初の取り扱いと
なるダイヤモンドグレーディ
ングレポート（鑑定書）は、
ベルギー・アントワープにあ
るラボラトリーで行われる。
評価システムは、監査機関
SGS（Societe Generale
de Surveillance）によって
最も厳しい国際基準を遵
守していることを定期的に
調査、検証された上でSGS
の認可が与えられる。
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D.A.P.T㈱

㈱ 萩原
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　国内市場の活性化には、新しい商材と情報が不可欠。まだまだ探求すれば新しいモノ・コトは業界内にも溢れてい
て、それを必要とする小売店が全国にいる。1月の「QUALITY」は、業界内のマッチング・サービスとして昔から続くカ
ラー・タブロイド紙。積極的な活用で業界を盛り上げ、相乗効果によってマーケットを拡大していきたい。
▼ご連絡は、hayato@carol.ocn.ne.jp／03-3833-1886 まで。

国内活性化に「QUALITY」募集中
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